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【 提 出 日 】 平 成 16年 5月 12日 (2004.5.12)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
基 体 上 に 絶 縁 膜 を 形 成 す る 工 程 と 、
前 記 絶 縁 膜 に 開 口 部 を 形 成 す る 工 程 と 、
前 記 溝 部 か ら 前 記 絶 縁 膜 上 に か け て 、 第 １ の 導 電 膜 を 形 成 す る 工 程 と 、
前 記 第 １ の 導 電 膜 上 に 、 前 記 溝 部 か ら 前 記 絶 縁 膜 上 に か け て 、 第 ２ の 導 電 膜 を 形 成 す る 工
程 と 、
前 記 第 ２ の 導 電 膜 を 研 磨 す る 工 程 と 、
前 記 第 １ の 導 電 膜 を 、 前 記 絶 縁 膜 の 研 磨 速 度 の ５ 倍 以 上 の 研 磨 速 度 で 研 磨 す る 工 程 と を 有
す る こ と を 特 徴 と す る 半 導 体 装 置 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 第 ２ の 導 電 膜 は 、 銅 膜 ま た は 銅 合 金 膜 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 半 導 体
装 置 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 第 １ の 導 電 膜 は 、 チ タ ン 、 タ ン タ ル 、 タ ン グ ス テ ン の 少 な く と も 何 れ か を 含 む 膜 で あ
る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 半 導 体 装 置 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 第 １ の 導 電 膜 を 研 磨 す る 工 程 は 、 前 記 第 の 導 電 膜 第 １ の
保 護 層 形 成 剤 を 添 加 し て 研 磨 す る 工 程 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 半 導 体 装 置
の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ５ 】
前 記 保 護 層 形 成 剤 は 、 Ｂ Ｔ Ａ 、 Ｂ Ｔ Ａ カ ル ボ ン 酸 等 の Ｂ Ｔ Ａ の 誘 導 体 、 ド デ シ ル メ ル カ プ
タ ン 、 ト リ ア ゾ ー ル 、 ト リ ル ト リ ア ゾ ー ル お よ び こ れ ら の 物 質 の 誘 導 体 の 何 れ か を 含 む こ

２ に 対 す る 保 護 膜 作 用 を す る



と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ 記 載 の 半 導 体 装 置 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ６ 】
前 記 第 １ の 導 電 膜 を 研 磨 す る 工 程 は 、 前 記 第 １ の 保 護 層 形 成 剤 に 、 さ ら に 、 ポ リ ア ク リ ル
酸 、 ポ リ メ タ ク リ ル 酸 、 も し く は こ れ ら の ア ン モ ニ ウ ム 塩 、 ま た は そ れ ら の 混 合 物 、 も し
く は エ チ レ ン ジ ア ミ ン 四 酢 酸 か ら 選 ば れ た 少 な く と も 一 つ を 含 む 第 ２ の 保 護 層 形 成 剤 を 添
加 し て 研 磨 す る 工 程 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ 記 載 の 半 導 体 装 置 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ７ 】
前 記 第 １ の 導 電 膜 を 研 磨 す る 工 程 は 、 前 記 第 １ の 保 護 層 形 成 剤 を 第 １ の 量 用 い て 研 磨 す る
工 程 で あ り 、
前 記 第 ２ の 導 電 膜 を 研 磨 す る 工 程 は 、 前 記 第 １ の 保 護 層 形 成 剤 を 第 ２ の 量 用 い て 研 磨 す る
工 程 で あ り 、
前 記 第 １ の 量 は 、 前 記 第 ２ の 量 よ り も 多 い こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ 記 載 の 半 導 体 装 置 の
製 造 方 法 。
【 請 求 項 ８ 】
前 記 第 １ の 量 は 、 前 記 第 ２ の 量 よ り も ０ ． ０ １ ｗ ｔ ％ 以 上 多 い こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ７
記 載 の 半 導 体 装 置 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ９ 】
前 記 第 ２ の 導 電 膜 を 研 磨 す る 工 程 は 、 保 護 層 形 成 剤 の 濃 度 が 、 ０ ． ０ １ ｗ ｔ ％ 以 上 ０ ． ０
５ ｗ ｔ ％ 以 下 で 研 磨 す る 工 程 で あ り 、
前 記 第 １ の 導 電 膜 を 研 磨 す る 工 程 は 、 保 護 層 形 成 剤 の 濃 度 が 、 ０ ． ０ ４ ｗ ｔ ％ 以 上 １ ｗ ｔ
％ 以 下 で 研 磨 す る 工 程 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ 記 載 の 半 導 体 装 置 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 １ ０ 】
前 記 第 ２ の 導 電 膜 を 研 磨 す る 工 程 は 、 保 護 層 形 成 剤 を 添 加 し て 研 磨 す る 工 程 で あ り 、
前 記 保 護 層 形 成 剤 の 濃 度 は 、 前 記 第 ２ の 導 電 膜 の 、 前 記 保 護 層 形 成 剤 を 添 加 し な い 場 合 の
研 磨 速 度 の ４ ０ ％ 以 上 ９ ５ ％ 以 下 と な る よ う な 濃 度 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載
の 半 導 体 装 置 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 １ １ 】
前 記 第 １ の 導 電 膜 を 研 磨 す る 工 程 は 、 前 記 保 護 層 形 成 剤 の 濃 度 が 、 前 記 保 護 層 形 成 剤 を 含
ま な い 場 合 の 前 記 第 １ の 導 電 膜 の 研 磨 速 度 の ３ ０ ％ 以 下 と な る 濃 度 で 研 磨 す る 工 程 で あ る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 半 導 体 装 置 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 １ ２ 】
基 体 上 に 絶 縁 膜 を 形 成 す る 工 程 と 、
前 記 絶 縁 膜 に 開 口 部 を 形 成 す る 工 程 と 、
前 記 開 口 部 か ら 前 記 絶 縁 膜 上 に か け て 、 第 １ の 導 電 膜 を 形 成 す る 工 程 と 、
前 記 第 １ の 導 電 膜 上 に 、 前 記 溝 部 か ら 前 記 絶 縁 膜 上 に か け て 、 第 ２ の 導 電 膜 を 形 成 す る 工
程 と 、
前 記 第 ２ の 導 電 膜 を 研 磨 す る 工 程 と 、
前 記 第 １ の 導 電 膜 を 、 前 記 絶 縁 膜 の 研 磨 速 度 の ７ 倍 以 上 の 研 磨 速 度 で 研 磨 す る 工 程 と を 有
す る こ と を 特 徴 と す る 半 導 体 装 置 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 １ ３ 】
基 体 上 に 絶 縁 膜 を 形 成 す る 工 程 と 、
前 記 絶 縁 膜 に 開 口 部 を 形 成 す る 工 程 と 、
前 記 開 口 部 か ら 前 記 絶 縁 膜 上 に か け て 、 第 １ の 導 電 膜 を 形 成 す る 工 程 と 、
前 記 第 １ の 導 電 膜 上 に 、 前 記 溝 部 か ら 前 記 絶 縁 膜 上 に か け て 、 第 ２ の 導 電 膜 を 形 成 す る 工
程 と 、
前 記 第 ２ の 導 電 膜 を 研 磨 す る 工 程 と 、
前 記 第 １ の 導 電 膜 を 、 前 記 絶 縁 膜 の 研 磨 速 度 の １ ０ 倍 以 上 の 研 磨 速 度 で 研 磨 す る 工 程 と を
有 す る こ と を 特 徴 と す る 半 導 体 装 置 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 １ ４ 】
基 体 上 に 、 開 口 部 が 設 け ら れ た 絶 縁 膜 を 形 成 す る 工 程 と 、
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前 記 開 口 部 内 か ら 前 記 開 口 部 外 に 延 伸 し て 、 第 １ の 金 属 膜 を 形 成 す る 工 程 と 、
前 記 第 １ の 金 属 膜 上 に 第 ２ の 金 属 膜 を 形 成 す る 工 程 と 、
前 記 第 ２ の 金 属 膜 を 研 磨 す る 工 程 と 、
前 記 第 １ の 金 属 膜 を 、 前 記 第 ２ の 金 属 膜 の 、 研 磨 に お け る エ ッ チ ン グ 速 度 の ５ 倍 以 上 の 研
磨 速 度 で 、 研 磨 す る 工 程 と を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 半 導 体 装 置 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 １ ５ 】
前 記 第 １ の 金 属 膜 を 研 磨 す る 工 程 は 、 酸 性 領 域 で 行 わ れ る 工 程 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請
求 項 １ ４ 記 載 の 半 導 体 装 置 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 １ ６ 】
前 記 第 ２ の 金 属 膜 を 研 磨 す る 工 程 は 、 酸 性 領 域 で 行 わ れ る 工 程 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請
求 項 １ ４ 記 載 の 半 導 体 装 置 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 １ ７ 】
前 記 第 １ の 金 属 膜 を 形 成 す る 工 程 は 、 ２ 層 以 上 の 金 属 膜 を 形 成 す る 工 程 で あ る こ と を 特 徴
と す る 請 求 項 １ ６ 記 載 の 半 導 体 装 置 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 １ ８ 】
基 体 上 に 、 開 口 部 が 設 け ら れ た 絶 縁 膜 を 形 成 す る 工 程 と 、
前 記 開 口 部 内 か ら 前 記 開 口 部 外 に 延 伸 し て 、 第 １ の 金 属 膜 を 形 成 す る 工 程 と 、
前 記 第 １ の 金 属 膜 上 に 第 ２ の 金 属 膜 を 形 成 す る 工 程 と 、
前 記 第 ２ の 金 属 膜 を 研 磨 す る 工 程 と 、
前 記 第 １ の 金 属 膜 を 、 前 記 第 ２ の 金 属 膜 の 、 研 磨 に お け る エ ッ チ ン グ 速 度 の １ ０ 倍 以 上 の
研 磨 速 度 で 、 研 磨 す る 工 程 と を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 半 導 体 装 置 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 １ ９ 】
基 体 上 に 、 開 口 部 が 設 け ら れ た 絶 縁 膜 を 形 成 す る 工 程 と 、
前 記 開 口 部 内 か ら 前 記 開 口 部 外 に 延 伸 し て 、 第 １ の 金 属 膜 を 形 成 す る 工 程 と 、
前 記 第 １ の 金 属 膜 上 に 第 ２ の 金 属 膜 を 形 成 す る 工 程 と 、
前 記 第 ２ の 金 属 膜 を 研 磨 す る 工 程 と 、
前 記 第 １ の 金 属 膜 を 、 前 記 第 ２ の 金 属 膜 の 、 研 磨 に お け る エ ッ チ ン グ 速 度 の １ ５ 倍 以 上 の
研 磨 速 度 で 、 研 磨 す る 工 程 と を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 半 導 体 装 置 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ２ ０ 】
前 記 基 体 は 、 径 が １ ５ ０ ｍ ｍ 以 上 の 基 体 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ９ 記 載 の 半 導 体
装 置 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ２ １ 】
基 体 上 に 、 開 口 部 が 設 け ら れ た 絶 縁 膜 を 形 成 す る 工 程 と 、
前 記 開 口 部 内 か ら 前 記 開 口 部 外 に 延 伸 し て 、 第 １ の 金 属 膜 を 形 成 す る 工 程 と 、
前 記 第 １ の 金 属 膜 上 に 第 ２ の 金 属 膜 を 形 成 す る 工 程 と 、
前 記 第 ２ の 金 属 膜 を 、 研 磨 に お け る エ ッ チ ン グ 速 度 の ５ 倍 以 上 の 研 磨 速 度 で 、
研 磨 す る 工 程 と 、
前 記 第 １ の 金 属 膜 を 、 研 磨 す る 工 程 と を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 半 導 体 装 置 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ２ ２ 】
前 記 第 １ の 金 属 膜 を 研 磨 す る 工 程 は 、 前 記 第 ２ の 金 属 膜 の 、 研 磨 に お け る エ ッ チ ン グ 速 度
の ５ 倍 以 上 の 研 磨 速 度 で 、 研 磨 す る 工 程 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ １ 記 載 の 半 導 体
装 置 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ２ ３ 】
溝 部 が 形 成 さ れ た 絶 縁 膜 の 、 前 記 溝 部 か ら 前 記 溝 外 部 に か け て 第 １ の 導 電 膜 を 形 成 す る 工
程 と 、
前 記 第 １ の 導 電 膜 上 に 第 ２ の 導 電 膜 を 形 成 す る 工 程 と 、
第 １ の 研 磨 剤 を 用 い て 、 前 記 第 １ の 導 電 膜 及 び 第 ２ の 導 電 膜 を 研 磨 す る 工 程 と 、
第 ２ の 研 磨 剤 を 用 い て 、 前 記 第 ２ の 導 電 膜 の 研 磨 残 り を 、 前 記 絶 縁 膜 の 研 磨 速 度 に 対 し て
５ 倍 以 上 の 研 磨 速 度 で 研 磨 す る 工 程 と を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 半 導 体 装 置 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ２ ４ 】
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前 記 第 １ の 研 磨 剤 は 、 無 機 の 固 体 砥 粒 の 濃 度 が ０ ． １ ｗ ｔ ％ 以 上 で あ る こ と を 特 徴 と す る
請 求 項 ２ ３ 記 載 の 半 導 体 装 置 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ２ ５ 】
前 記 第 １ の 研 磨 剤 、 前 記 第 ２ の 研 磨 剤 の 少 な く と も 何 れ か は ア ル ミ ナ ま た は シ リ カ を 含 む
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ ３ 記 載 の 半 導 体 装 置 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ２ ６ 】
前 記 第 １ の 研 磨 剤 は 、 過 酸 化 水 素 水 、 有 機 酸 、 保 護 層 形 成 剤 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求
項 ２ ３ 記 載 の 半 導 体 装 置 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ２ ７ 】
前 記 第 １ の 研 磨 剤 は 、 ベ ン ゾ ト リ ア ゾ ー ル 、 Ｂ Ｔ Ａ カ ル ボ ン 酸 等 の Ｂ Ｔ Ａ の 誘 導 体 、 ド デ
シ ル メ ル カ プ タ ン 、 ト リ ア ゾ ー ル 、 ト リ ル ト リ ア ゾ ー ル 、 こ れ ら の 物 質 の 誘 導 体 、 又 は そ
れ ら の 混 合 物 か ら 選 ば れ た 少 な く と も 一 者 か ら な る 第 一 の 保 護 層 形 成 剤 と 、 ポ リ ア ク リ ル
酸 、 ポ リ メ タ ク リ ル 酸 、 こ れ ら の ア ン モ ニ ウ ム 塩 、 又 は そ れ ら の 混 合 物 、 又 は エ チ レ ン ジ
ア ミ ン 四 酢 酸 か ら 選 ば れ た 少 な く と も 一 者 か ら な る 第 二 の 保 護 層 形 成 剤 と を 含 む こ と を 特
徴 と す る 請 求 項 ２ ３ 乃 至 ２ ６ 記 載 の 半 導 体 装 置 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ２ ８ 】
前 記 第 一 の 保 護 層 形 成 剤 の 濃 度 は 、 ０ ． ０ １ ｗ ｔ ％ 以 上 ０ ． ０ ５ ｗ ｔ ％ 以 下 で あ る こ と を
特 徴 と す る 請 求 項 ２ ７ 記 載 の 半 導 体 装 置 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ２ ９ 】
前 記 第 一 の 保 護 層 形 成 剤 の 濃 度 は 、 前 記 第 一 の 保 護 層 形 成 剤 を 含 ま な い 場 合 の 前 記 第 ２ の
導 電 膜 の 研 磨 速 度 の ９ ５ ％ 以 下 ４ ０ ％ 以 上 の 速 度 を 保 つ よ う な 濃 度 で あ る こ と を 特 徴 と す
る 請 求 項 ２ ７ 又 は ２ ８ 記 載 の 半 導 体 装 置 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ３ ０ 】
前 記 第 ２ の 研 磨 剤 は 、 ｐ Ｈ が １ 以 上 ６ 以 下 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ ３ 乃 至 ２ ９ 記
載 の 半 導 体 装 置 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ３ １ 】
前 記 第 ２ の 研 磨 剤 は 、 無 機 の 固 定 砥 粒 の 濃 度 が ０ ． １ ｗ ｔ ％ 以 下 で あ る こ と を 特 徴 と す る
請 求 項 ２ ３ 乃 至 ３ ０ 記 載 の 半 導 体 装 置 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ３ ２ 】
前 記 第 ２ の 研 磨 剤 は 、 有 機 酸 、 酸 化 剤 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ ３ 乃 至 ３ １ 記 載 の
半 導 体 装 置 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ３ ３ 】
前 記 有 機 酸 は 、 マ ロ ン 酸 、 フ マ ル 酸 、 リ ン ゴ 酸 、 ア ジ ピ ン 酸 、 安 息 香 酸 、 ４ － シ ア ノ 安 息
香 酸 、 フ タ ル 酸 、 尿 酸 、 蓚 酸 、 酒 石 酸 、 乳 酸 、 コ ハ ク 酸 、 ク エ ン 酸 、 も し く は そ れ ら

少 な く と も 何 れ か を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ ３ 乃 至 ３ ２ 記 載 の 半 導 体 装 置 の 製 造
方 法 。
【 請 求 項 ３ ４ 】
溝 部 が 形 成 さ れ た 絶 縁 膜 の 、 前 記 溝 部 か ら 前 記 溝 外 部 に か け て 第 １ の 導 電 膜 を 形 成 す る 工
程 と 、
前 記 第 １ の 導 電 膜 上 に 第 ２ の 導 電 膜 を 形 成 す る 工 程 と 、
前 記 第 ２ の 導 電 膜 を 前 記 第 １ の 導 電 膜 に 対 し て 選 択 的 に 研 磨 す る 工 程 と 、
前 記 第 １ の 導 電 膜 を 、 前 記 絶 縁 膜 の 研 磨 速 度 に 対 し て ５ 倍 以 上 の 研 磨 速 度 で 研 磨 す る 工 程
と を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 半 導 体 装 置 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ３ ５ 】
基 体 上 に 絶 縁 膜 を 形 成 す る 工 程 と 、
前 記 絶 縁 膜 に 開 口 部 を 形 成 す る 工 程 と 、
前 記 開 口 部 内 か ら 前 記 絶 縁 膜 上 に 、 第 １ の 導 電 膜 を 形 成 す る 工 程 と 、
前 記 第 １ の 導 電 膜 上 に 、 第 ２ の 導 電 膜 を 形 成 す る 工 程 と 、
前 記 第 ２ の 導 電 膜 を 、 無 機 の 固 体 砥 粒 の 濃 度 が ０ ． １ ｗ ｔ ％ 以 下 の 研 磨 剤 を 用 い て 、 研 磨
す る 工 程 と 、
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前 記 第 １ の 導 電 膜 を 、 前 記 絶 縁 膜 の 研 磨 速 度 に 対 し て ５ 倍 以 上 の 研 磨 速 度 で 研 磨 す る 工 程
と を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 半 導 体 装 置 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ３ ６ 】
前 記 １ の 導 電 膜 を 研 磨 す る 工 程 は 、 無 機 の 固 体 砥 粒 を ０ ． １ ｗ ｔ よ り 多 く 含 む 研 磨 剤 を
用 い て 研 磨 す る 工 程 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ ５ 記 載 の 半 導 体 装 置 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ３ ７ 】
前 記 研 磨 剤 は 、 過 酸 化 水 素 水 、 有 機 酸 、 保 護 層 形 成 剤 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ ５
記 載 の 半 導 体 装 置 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ３ ８ 】
前 記 研 磨 剤 は 、 ベ ン ゾ ト リ ア ゾ ー ル 、 Ｂ Ｔ Ａ カ ル ボ ン 酸 等 の Ｂ Ｔ Ａ の 誘 導 体 、 ド デ シ ル メ
ル カ プ タ ン 、 ト リ ア ゾ ー ル 、 ト リ ル ト リ ア ゾ ー ル 、 こ れ ら の 物 質 の 誘 導 体 、 又 は そ れ ら の
混 合 物 か ら 選 ば れ た 少 な く と も 一 者 か ら な る 第 一 の 保 護 層 形 成 剤 と 、 ポ リ ア ク リ ル 酸 、 ポ
リ メ タ ク リ ル 酸 、 こ れ ら の ア ン モ ニ ウ ム 塩 、 又 は そ れ ら の 混 合 物 、 又 は エ チ レ ン ジ ア ミ ン
四 酢 酸 か ら 選 ば れ た 少 な く と も 一 者 か ら な る 第 二 の 保 護 層 形 成 剤 と を 含 む こ と を 特 徴 と す
る 請 求 項 ３ ５ 乃 至 ３ ７ 記 載 の 半 導 体 装 置 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ３ ９ 】
前 記 第 １ の 導 電 膜 を 研 磨 す る 工 程 は 、 無 機 の 固 体 砥 粒 の 濃 度 が ０ ． １ ｗ ｔ ％ 以 下 の 第 ２ の
研 磨 剤 を 用 い て 研 磨 す る 工 程 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ ５ 乃 至 ３ ８ 記 載 の 半 導 体 装
置 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ４ ０ 】
前 記 第 ２ の 研 磨 剤 は 、 過 酸 化 水 素 水 、 有 機 酸 、 保 護 層 形 成 剤 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求
項 ３ ９ 記 載 の 半 導 体 装 置 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ４ １ 】
前 記 第 ２ の 研 磨 剤 は 、 ベ ン ゾ ト リ ア ゾ ー ル 、 Ｂ Ｔ Ａ カ ル ボ ン 酸 等 の Ｂ Ｔ Ａ の 誘 導 体 、 ド デ
シ ル メ ル カ プ タ ン 、 ト リ ア ゾ ー ル 、 ト リ ル ト リ ア ゾ ー ル 、 こ れ ら の 物 質 の 誘 導 体 、 又 は そ
れ ら の 混 合 物 か ら 選 ば れ た 少 な く と も 一 者 か ら な る 第 一 の 保 護 層 形 成 剤 と 、 ポ リ ア ク リ ル
酸 、 ポ リ メ タ ク リ ル 酸 、 こ れ ら の ア ン モ ニ ウ ム 塩 、 又 は そ れ ら の 混 合 物 、 又 は エ チ レ ン ジ
ア ミ ン 四 酢 酸 か ら 選 ば れ た 少 な く と も 一 者 か ら な る 第 二 の 保 護 層 形 成 剤 と を 含 む こ と を 特
徴 と す る 請 求 項 ３ ９ 記 載 の 半 導 体 装 置 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ４ ２ 】
開 口 部 が 形 成 さ れ た 絶 縁 膜 に 、 前 記 開 口 部 内 か ら 前 記 開 口 部 外 に か け て 第 １ の 導 電 膜 を 形
成 す る 工 程 と 、
前 記 第 １ の 導 電 膜 上 に 第 ２ の 導 電 膜 を 形 成 す る 工 程 と 、
前 記 第 ２ の 導 電 膜 を 、 第 １ の 定 盤 を 用 い て 研 磨 す る 工 程 と 、
前 記 第 １ の 導 電 膜 を 、 第 ２ の 定 盤 を 用 い て 、 前 記 開 口 部 内 に 埋 め 込 ま れ た 前 記 第 １ の 導 電
膜 の 高 さ が 前 記 開 口 部 内 の 前 記 第 ２ の 導 電 膜 の 高 さ よ り も 高 く な る よ う に 、 研 磨 す る 工 程
と を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 半 導 体 装 置 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ４ ３ 】
前 記 第 １ の 定 盤 と 、 前 記 第 ２ の 定 盤 と は 異 な る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ ２ 記 載 の 半 導 体
装 置 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ４ ４ 】
前 記 第 １ の 定 盤 を 用 い て 研 磨 す る 工 程 と 、 前 記 第 ２ の 定 盤 を 用 い て 研 磨 す る 工 程 の 少 な く
と も 一 方 は 、 砥 粒 を 含 む 砥 石 を 用 い て 研 磨 す る 工 程 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ ２ 記
載 の 半 導 体 装 置 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ４ ５ 】
基 体 と 、
前 記 基 体 上 に 形 成 さ れ た 、 開 口 部 を 有 す る 絶 縁 膜 と 、
前 記 開 口 内 に 形 成 さ れ た 、 第 一 の 導 電 膜 と 、
前 記 第 一 の 導 電 膜 上 に 形 成 さ れ 、 前 記 開 口 部 内 に お け る 前 記 第 一 の 導 電 膜 の 高 さ よ り も 高
さ が 低 い 第 二 の 導 電 膜 と を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 半 導 体 装 置 。
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【 請 求 項 ４ ６ 】
基 体 上 に 、 第 一 の 絶 縁 膜 を 形 成 す る 工 程 と 、
前 記 第 一 の 絶 縁 膜 上 に 第 二 の 絶 縁 膜 を 形 成 す る 工 程 と 、
前 記 第 二 の 絶 縁 膜 に 第 一 の 開 口 部 、 前 記 第 一 の 絶 縁 膜 に 第 二 の 開 口 部 を 形 成 す る 工 程 と 、
前 記 第 二 の 開 口 部 及 び 前 記 第 一 の 開 口 部 か ら 、 前 記 第 二 の 絶 縁 膜 上 に 、 第 一 の 導 電 膜 を 形
成 す る 工 程 と 、
前 記 第 二 の 開 口 部 及 び 前 記 第 一 の 開 口 部 か ら 、 前 記 第 二 の 絶 縁 膜 上 に 、 前 記 第 一 の 導 電 膜
に 積 層 し て 第 二 の 導 電 膜 を 形 成 す る 工 程 と 、
前 記 第 二 の 導 電 膜 を 研 磨 す る 工 程 と 、
前 記 第 一 の 導 電 膜 を 、 前 記 第 二 の 絶 縁 膜 の 研 磨 速 度 の ５ 倍 以 上 研 磨 速 度 で 研 磨 す る 工 程
と を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 半 導 体 装 置 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ４ ７ 】

【 請 求 項 ４ ８ 】

【 請 求 項 ４ ９ 】

【 請 求 項 ５ ０ 】

【 請 求 項 ５ １ 】
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基 体 上 に 、 第 １ の 絶 縁 膜 を 形 成 す る 工 程 と 、
前 記 基 体 に 接 続 す る プ ラ グ を 前 記 第 １ の 絶 縁 膜 に 形 成 す る 工 程 と 、
前 記 第 １ の 絶 縁 膜 上 と 前 記 プ ラ グ 上 に 第 ２ の 絶 縁 膜 を 形 成 す る 工 程 と 、
前 記 第 ２ の 絶 縁 膜 に 第 １ の 溝 を 形 成 し 、 前 記 溝 内 お よ び 第 ２ の 絶 縁 膜 上 に 第 １ 導 体 を 形 成
し 、 前 記 第 １ 導 体 上 に 第 ２ 導 体 を 形 成 す る 工 程 と 、
前 記 第 ２ 導 体 を 有 機 酸 と 防 食 剤 と 酸 化 剤 を 含 む 砥 粒 フ リ ー 研 磨 液 で 研 磨 し 、 さ ら に 第 １ 導
体 を 前 記 砥 粒 フ リ ー 研 磨 液 よ り 濃 度 の 低 い 防 食 剤 を 含 み 砥 粒 入 り 研 磨 液 で 研 磨 し て 前 記 第
１ の 溝 内 に 前 記 第 ２ 導 体 を 残 す 工 程 と 、
前 記 第 ２ の 絶 縁 膜 上 に 第 ３ の 絶 縁 膜 を 形 成 し 平 坦 化 す る 工 程 と 、
前 記 第 ３ の 絶 縁 膜 上 に 第 １ エ ッ チ ン グ ス ト ッ パ 膜 と 、 第 ４ の 絶 縁 膜 を 形 成 す る 工 程 と 、
前 記 第 ３ の 絶 縁 膜 に ビ ア を 、 前 記 第 ４ の 絶 縁 膜 に 配 線 溝 を 形 成 す る 工 程 と 、
前 記 ビ ア と 配 線 溝 と 第 ４ の 絶 縁 膜 上 に 第 ３ 導 体 を 形 成 し 、 前 記 第 ３ 導 体 上 に 第 ４ 導 体 を 形
成 す る 工 程 と 、
前 記 第 ４ 導 体 を 第 １ 濃 度 の Ｂ Ｔ Ａ と 砥 粒 を 含 む 研 磨 液 で 研 磨 し 、 前 記 第 ３ 導 体 を 前 記 第 １
濃 度 の Ｂ Ｔ Ａ 濃 度 よ り 高 い 濃 度 の 第 ２ 濃 度 の Ｂ Ｔ Ａ と 砥 粒 を 含 む 研 磨 液 で 研 磨 す る 工 程 と
、
を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 半 導 体 装 置 の 製 造 方 法 。

前 記 第 ３ 導 体 の 研 磨 に お い て は 、 前 記 第 ３ 導 体 の 研 磨 中 に お け る 前 記 第 ４ 導 体 の エ ッ チ ン
グ 速 度 が 前 記 第 ３ 導 体 の 研 磨 速 度 の １ ／ １ ０ 以 下 の 速 度 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４
７ 記 載 の 半 導 体 装 置 の 製 造 方 法 。

前 記 砥 粒 は ア ル ミ ナ で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ ７ 記 載 の 半 導 体 装 置 の 製 造 方 法 。

前 記 第 １ エ ッ チ ン グ ス ト ッ パ 膜 は プ ラ ズ マ Ｃ Ｖ Ｄ に よ る シ リ コ ン 窒 化 膜 で あ る こ と を 特 徴
と す る 請 求 項 ４ ７ 記 載 の 半 導 体 装 置 の 製 造 方 法 。

前 記 第 ３ の 絶 縁 膜 、 前 記 第 ４ の 絶 縁 膜 は シ リ コ ン 酸 化 膜 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４
７ 記 載 の 半 導 体 装 置 の 製 造 方 法 。
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